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ニュースレター【事務局情報】野付半島でチカ釣り！ 

当武道事務所に来る安代
あ じ ろ

正治
ま さ じ

さん（84）からチカを頂き

フライで食べたところ、とても美味しく驚きました。安代

さんの釣り仲間の佐藤
さ と う

修
しゅう

治
じ

さん（79）は先週、野付
の つ け

半島
はんとう

の

ナラワラ（湾内）で 1,000匹以上もチカを釣りあげました。

佐藤さんは安代さんの魚釣りの師

匠的存在で、頂いたチカも一緒に行

った時のものです。野付半島は北見

市から車で約 3 時間、28 ㎞に及ぶ

日本最大の半島（砂
さ

嘴
し

）です。オホ

ーツク海はいま時期、チカ釣りが盛

んにおこなわれています。早朝 5時

には釣人が厚い氷に専用のドリル

で穴をあけ、釣りを楽しむといいます。中には 200 匹を釣

りあげ喜ぶ姿も見かけるようですが、1,000 匹以上も釣り

上げる人は佐藤さんしかいないと安代さんは云います。〈佐藤〉 

小さなお客様！柴田桜好ちゃんと仲良し小吉 

北見練心会で柔道を習う長屋
な が や

晴
はる

くん（小 5）樋渡悠斗
ひわたりゆうと

くん（小

3）柴田
し ば た

一誠
いっせい

くん（小 4）は柴田
し ば た

桜
ざくら

好
こ

ちゃんと仲良しで、柔道

の練習が終わると仲良くいつも一緒に帰っ

ていきます。その時には必ず手を振ってあ

いさつをしてくれます。〈佐藤〉 

武道振興協会事務所の花シリーズ  

「シクラメン」  昨年は水をやりすぎて、ヒョロヒョロと首長シクラメンになってし

まいましたが、今年は水やりを我慢して成功しました。〈幸〉 

連載 中国「老子」の思想 二十四章 功を誇るものは功を失う 高くなろうとして

爪先で立てば、かえって足もとが定まらぬ。遠くへ行こうとして大股で歩けば、かえって足

がはかどらぬ。不自然な作為は、長続きせぬものだ。自己を知者とみなす者は、知者ではない。自己を是（ぜ）と

する者は、是ではない。自己の功を誇る者は、功を失う。自己を有能とみなす者は、有能ではない。自然を離れ

て作為する者は、物の法則の一面しか捉（とら）えていない。これらはみな、「道」から見れば役立たずである。

「道」を体得した者は、そういう一面的な立場を取らない。原文 ： 企者不立。跨者不行。自見者不明。自是者不彰。

自伐者無功。自矜者不長。其於道也、曰餘食贅行。物或惡之。故有道者不処。 二十五章に続く 
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